
特別指導記録簿ラベルシートの取説

①特別指導シート(ラベル)に診断結果の注意すべき箇所を指
導者が分析・記入し、対象者(高齢運転者)へ指導を行う

②対象者(高齢運転者)は指導された内容に対して自身の注意
事項を記入する

③次回予定日を双方で確認し記入後、シートを下記の適性
診断票に貼る
※適齢診断票を貼る場所は、表紙の裏面もしくは診断票の
空白部分が多い箇所がいいと思います。

④貼った箇所に付箋などの目印をつける
※この付箋に運転者名と実施日、そして次回予定日を記入
すると管理レベルは上がると思います。

付箋(特別指導シートの目印)
・適齢診断と特別指導は３年毎にセットで実施しなけ
ればいけません。
・３年は長いです、意識していないと失念する恐れが
あるので担当者の皆様のやり方で管理方法を確立して
下さい。

案として付箋に、対象者名と次回実施日(適齢診断と
特別指導)を目立つように記入する方法がいいと思った
のでご提案させて頂きます。
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